
令和3年12月19日現在 令和3年度　重心・医療ケア部会

短期 中期 長期

医療機関等 発達・療育 ①乳幼児②学齢
・専門リハビリ施設の不足

・医療機関、リハビリ機関の充実

-

・センター病院、さいがた医療センター
病院への働きかけ【福祉課、すこやか】 ●

医療・介護 ①乳幼児②学齢③成人
・医療的ケア児を診ることができる医療機関、医師の不足（特にてん
かん発作？）

・通院、通所に係る負担の軽減 ・上越地域における専門医の配置や
療育等訓練施設の整備について、県
へ要望の継続

●

発達・療育 ①乳幼児②学齢
・市外施設への通院、通所に要する時間的経済的な負担　⇔市内
の医療機関、リハビリ施設が充実すれば解消される

医療・介護 ①乳幼児②学齢③成人
・市外施設への通院、通所に要する時間的経済的な負担　⇔市内
の医療機関、リハビリ施設が充実すれば解消される【再掲】

保育園・学
校等

保育・教育 ①乳幼児②学齢
・保育園・学校看護師の不足

・公立保育園、小学校にお
ける看護師配置

・看護師人材の確保

-

・更なる看護師確保に向けた検討【保
育課、学校教育課】 ●

経済 ①乳幼児②学齢
・保育園・学校看護師の不足【再掲】

・放課後児童クラブ、日中
一時支援の実施

・放課後児童クラブでの看護師配置
など

保育・教育 ①乳幼児②学齢
・保護者の就労を支援するための預かりの場の不足

障害福祉
サービス

医療・介護 ③成人
・生活介護事業所の看護師人材の確保、財政的支援

・医療的ケア児を受入れている事業所
への財政的な支援（医療的ケア児は欠
席が多い）

・事業所への財政的支援について検
討【福祉課】 ●

医療・介護 ①乳幼児②学齢③成人
・医療的ケア児者を受入可能な市内短期入所施設の不足

・センター病院、さいがた医療センター
等での受入の充実
・医療的バックアップ体制の構築

・県立中央病院や医師会等から意見を
聞き、受入時の支援体制について、検
討し、体制を構築する・・・Ｒ４年度予定

医療・介護 ①乳幼児②学齢
・移動支援のヘルパー不足

・ヘルパーの育成（障害福祉サービス
全体の問題あり）

・人材の確保・育成については福祉人
材育成部会において方策を検討 ●

移動支援 保育・教育 ②学齢
・看護師付き移動支援の不足（登校時の送迎など）

・ファミリーサポートによる送
迎

生活・住居 ①乳幼児
・看護師付き移動支援の不足（登校時の送迎など）【再掲】

相談・情報
提供

医療・介護 ③成人
・卒業後の生活をイメージできる情報提供、体験機会の不足

・施設ハンドブックによる事
業所紹介

・医療的ケア児にも対応した相談支援
体制の充実

・医療的ケア児に特化したハンドブック
の作成（ひとり親ハンドブックのイメー
ジ）・・・Ｒ４年度予定

生活・住居 ②学齢
・卒業後の生活をイメージできる情報提供、体験機会が不足【再掲】

医療・介護 ②学齢
・小児科から成人の診療科への円滑な移行（保護者の不安解消）

発達・療育 ①乳幼児②学齢
・医療的ケア児の計画相談を担当する相談員の不足
・継続して相談支援を行う体制が脆弱

・計画相談員自体が不足しているた
め、まずは増員に向けた支援に取り組
む【福祉課】

●

経済 ①乳幼児
・支援者の知識、経験不足（見立て、支援情報の提供、つなぎ）

その他 ①乳幼児
・相談窓口の明確化

・就学前児の相談フロー作
成済（福祉課、健康づくり
推進課）

・関係者で相談フローの実施を徹底

●

医療的ケア児・者に関する課題解決の方策（たたき）

区分
分野

※複数もあ
り

課題詳細 既存の取組・支援等 必要な方策 部会における取組 部会以外での取組
取組期間

資料２



短期 中期 長期
区分

分野
※複数もあ

り
課題詳細 既存の取組・支援等 必要な方策 部会における取組 部会以外での取組

取組期間

その他 ①乳幼児②学齢
・保護者同士で話せる機会の減少

・医療的ケア児の保護者が集える場、
機会の提供

連携・情報
連携

保育・教育 ①乳幼児②学齢
・個別性の高いケースの対応方法

・「わたしのきろく」の作成・
配布

・支援者で共有できる医療的ケア児者
に特化したツールの作成

・支援者が安心して支援できる医療的ケ
ア児者についての支援シートの作成・・・
Ｒ4年度予定

・上越医師会在宅医療推進センター
が運用している情報共有ツール（ＭＣ
Ｓ）の市内障害福祉事業所等での利
用【福祉課】

●

医療・介護 ③成人
・生活介護事業所の看護師のバックアップ体制（法人間の横のつな
がり、支援シートの作成など）

・生活介護事業所間のネットワーク構築 ・「わたしのきろく」と合わせた支援シー
トの配布 ●

医療・介護 ①乳幼児②学齢③成人
・市内医療機関（特に県立中央病院外来）と関係機関との情報共
有、連携ツールの不足

医療・介護 ①乳幼児②学齢③成人
・訪問看護と関係機関との情報共有、連携ツールの不足

医療・介護 ①乳幼児②学齢③成人
・受入れ側の準備や送迎時のバックアップ体制について、横の連携
の不足（医師や消防との連携など）

その他 ①乳幼児②学齢
・広域的な視点での支援について、保健所との連携が不足している

周知啓発 経済 ①乳幼児②学齢
・企業等に対しての認知度の不足、情報発信の不足

防災 その他 ①乳幼児②学齢③成人
・災害時の対応・体制づくりの見直し

実態把握 その他 ①乳幼児
・全体の把握、フォロー体制の充実
③成人
・全体の把握、ニーズの把握が十分できていない

・Ｈ30年度部会において調
査実績あり

・今後の支援策（サービス量、医療的ケ
ア児用のハンドブック等）に活かせる実
態調査

・Ｈ30年度実施の調査内容をベースに、
対象者、内容を検討のうえ実施・・・Ｒ３
年度 ●


